
校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が

よ
り
厳
し
さ
を
増
す
中
、
新

し
い
年
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、
学
校
教
育
現
場
で
は
政
府
の

教
育
再
生
会
議
が
打
ち
出
し
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養
成
」
に
対
応
し

て
、
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

を
図
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。
本

学
園
も
、
中
高
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
セ
ン
ト
・
リ
タ
ス
校
と
姉
妹
校

提
携
を
結
び
、
毎
年
、
夏
期
に
海
外

語
学
研
修
と
し
て
生
徒
が
現
地
へ
赴

い
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
か
ら
は
、

文
京
区
主
催
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
の
研
修
に
生
徒
が
参
加
す
る
予
定

で
す
。
一
方
、
大
学
は
従
来
の
英
国

国
立
ス
タ
ー
リ
ン
グ
大
学
と
の
提
携

に
加
え
て
、
新
た
に
台
湾
の
国
立
高

雄
餐さ

ん

旅り
ょ

大
学
と
の
友
好
協
定
と
、
キ

ル
ギ
ス
共
和
国
の
ビ
シ
ケ
ク
人
文
大

学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
今

後
は
教
職
員
や
学
生
の
、
さ
ら
な
る

年頭のご挨拶

学
園
創
立
1
4
0
周
年
、

大
学
創
立
50
周
年
に
向
け
て

教
育
体
制
の
充
実
化
を
進
め
ま
す

( )G r e e t i n g

活
発
な
相
互
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
大

学
と
も
協
定
の
締
結
等
に
向
け
て
調

整
中
で
す
。

　
海
外
と
の
国
際
交
流
の
拡
充
に
あ

た
り
、
中
高
、
大
学
と
も
に
「
真
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
育
て
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
と
は
、
語
学
に
堪
能
な
だ

け
で
な
く
、
語
学
を
駆
使
し
て
日
本

の
伝
統
や
文
化
を
海
外
に
発
信
で
き

る
人
材
、
文
理
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

優
れ
た
文
理
融
合
型
の
国
際
教
養
人

で
す
。
こ
の
人
材
を
育
む
た
め
、
外

国
語
教
育
の
中
核
と
な
る
「
語
学
セ

ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
機
関
を
設
立
。

〝
読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
〞
の

4
技
能
を
徹
底
的
に
鍛
え
、
こ
れ
を

土
台
に
国
際
教
養
人
養
成
の
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
を
具
体
化
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

  

跡
見
学
園
女
子
大
学
で
は
、
東
京

都
文
京
区
や
埼
玉
県
新
座
市
、
福
島

県
会
津
若
松
市
な
ど
各
地
域
と
連
携

し
、
教
職
員
・
学
生
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
貢
献
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
設
置
を
予
定
し
て
い
る
観
光

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
は
、
こ
う
し
た

実
績
を
基
盤
と
し
て
地
域
に
根
差
し
、

地
域
か
ら
国
際
社
会
へ
の
発
信
を
図

る
学
部
で
す
。

  

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
の
た
め
の

機
関
や
新
学
部
の
開
設
に
向
け
て
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
環

境
整
備
を
図
っ
て
い
く
の
が
理
事
長

た
る
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

微
力
な
が
ら
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
所
存
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
学

園
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
跡
見
学
園
女
子
大
学
は
2
0
1
5

（
平
成
27
）
年
、
創
立
50
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
年
は
、
学
園
創
立
1
4
0
周
年

に
も
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
、大
学
に
3
番
目
の
学
部「
観

光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
（
仮
称
）」

の
設
置
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
新
学

部
は
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
2
学
科
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

  

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、
観
光
を

通
し
て
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
内
外

に
向
け
て
発
信
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

学
科
は
、
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社

会
が
機
能
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現

代
社
会
に
あ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

2
0
1
5
年
、

第
三
の
学
部
誕
生

学

跡見学園理事長 
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